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はなく、他の六つの常会も同様に、昨年 同じ材料一式を用いて新たな作品を飾っ いた。毎年、少 い人手と限られ 材料だけで、観客を飽きさせない作品を作り続ける、横田の人 ちの発想の豊かさには脱帽である。　
私は横田の「一式飾り」を
見るたびに、フランス 人類学者レヴィ＝ストロー が著した『野生の思考』を思 出す。レヴィ＝ストロースはこの本の中で、南米の先住民族の調査をもとに、持続的な循環型の社会について考察している。　
レヴィ＝ストロースは、
持続性の鍵は「ブリコラージュ」にあ とする。 「ブリコラージュ」と 、持ち合わせの限られた材料を 創意工夫して、さまざまに組み合わ
せて用いる方法で、 「一式飾り」の「見立て」の趣向にも通じる。　「一式飾り」は、伝統として「見立て 活用を制作者に求めてきた。このため、たとえ同じ材料を用いても、さまざまに見立てて組み合わせれば、 た新たな作品を生み出すことが可能である。　今や「一式飾り」が伝わる
多くの地域では、急速な高齢化と人口減少に直面し 、伝統を続けていく に不安を覚えている。しかし横田の 「一式飾り」が示すように、創意工夫すれば、持ち合わせの材料だけで十分やりくりできる。　
江戸時代に始まったとされ
る「一式飾り」は、近代以降も各地で熱心に続けられ きた。戦時中でも知恵を絞っ作品を飾っていたことが、平田の古い写真から分かる。
　
　「一式飾り」を続ける鍵は、制作者の機知と創造性にある。 「見立て」の趣向を面白いと感じる人間が る限り、「一式飾り」の伝統は持続可能だと思う
「犬」とだけ記されていたので、昨年の「尾長鶏」のように、単に干支の戌（いぬ）を飾っているも
伝統の持続可能性
「一式飾り」
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